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産前・産後産前・産後
結婚結婚 育児育児

就学就学

きょうだいが増えても、安心して。

第 2 子以降保育料の無償化

所得制限なしで第 2 子以降の保育料 0 円

困ったときは、頼っていいんです。

子育て短期支援事業

　保護者の方が病気や急用で育児が難しいとき、
お子さんを里親宅や施設で大切にお預かりします。

一人ひとりに、最適な学びを。

小中学校での AI ドリル活用

　AI がお子さんの学習の進度に合わせて問題を
出し、自ら学ぶ習慣作りをサポートします。

あなたの「働きたい」を応援。

女性向け就業サポート事業

　就職・復職をイベントや相談でバックアッ
プ。自分らしいキャリア形成を支援します。

矢板で暮らす、その決断に応えたい。

やいたぐらし応援補助金

住宅の取得に対する補助
（リフォーム加算など）

2 人の門出を、最大 60 万円応援。

結婚新生活支援事業

新生活の家賃や引越費用などを補助

　令和 7 年 10 月に開設した塩谷病院  病児保育室では、これま
で約 80 人のお子さんをお預かりしてきました。病院併設の強み
を生かし、高熱や嘔吐などの急な症状にも、医師・看護師と密に
連携して安心・安全に対処しています。少しでも不安があればお
気軽にご相談ください。
　　　　　　　　国際医療福祉大学塩谷病院  病児保育室
　　　　　　　　☎（４７）６６３１　＊平日 8：00 ～ 17：00

病院併設だからできる安心の病院併設だからできる安心の病児保育病児保育塩谷病院  病児保育室
保育士の皆さん

わが子の成長、専門家が伴走します。

個別相談による支援

　育児の不安や発達の悩みに対し、言語聴覚士や
理学療法士などの専門職が見守り、成長を支えます。

ライフステージライフステージごとの切れ目のない子育て支援子育て支援
　令和 8 年度は全 50 事業でスタート。その中から、注目の事業
をピックアップしてご紹介します。

市外で働く若者の、足元を支える。

若者市外通勤サポート事業

市外へ通勤する若者へ
最大 30,000 円を補助

すてきな出会い、後押しします。

とちぎ結婚支援センター登録料の無償化

登録料 10,000 円  →  0 円

お出かけに、もっと安心を。

マタニティタクシー券の配布

24,000 円分をプレゼント

がんばるママを、一人にしません。

産後ケア事業無償化（7 回まで）

利用料自己負担額  0 円

まだまだあります！自己負担「0 円」パッケージ
　アンケートで最も多かった「費用の軽減」に応えるため、「ヨ
ユウをつくる『0 円』パッケージ」が 12 の事業でスタートしました。

 ・「ルナルナ」プレミアムコース利用料 0 円
 ・こども・妊産婦医療費  窓口負担 0 円
 ・1 カ月児健診 6,000 円まで自己負担 0 円

 ・おむつ処理用ごみ袋 2,000 円分プレゼント
 ・18 時以降の学童保育延長料金 0 円

焦ってお迎えに行かなくても、大丈夫。

保育園の延長保育料金

全施設で延長料金 0 円

9 年間で約 60 万円のヨユウを。

学校給食の完全無償化

小中学生の給食費補助を独自に上乗せ
約 600,000 円  →  0 円

学ぶ楽しさ、土日も無償で。

ともなり学習教室・中学生放課後学習塾

　塾講師による質の高い学習支援を休日
や放課後に提供します。

必要なときは、無理せず使ってください。

病児保育室の無償化（年 5 回まで）

塩谷病院病児保育室の利用料

2,000 円  →  0 円

＊病児保育室の利用には年度
ごとの事前登録が必要です。
市公式 LINE からも簡単に
手続きが可能です。
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　「子育てに、ヨユウを。プロジェクト」では、7・
10・1・4 月の年 4 回にわたり、市公式 LINE・
子育て支援アプリ「やいたぐるみ」などによる
Web アンケートを実施し、分析結果を令和 9 年
度の予算・事業へ反映させていきます。家事や育
児の合間にスマートフォンで簡単に回答できます
ので、あなたの声をお聞かせください。

あなたの声が次のヨユウヨユウを作ります

改善

アンケート

分析反映

いつも子どもたちのために全力な
パパ・ママの肩の荷がふっと軽くなるように。 やいたぐるみで、

あなたを支えます。

がんばる毎日に、ほっと、ヨユウを。

アンケート
回答はこちら

みんなで育てる、矢板のミライミライ
　子どもたちの笑顔は、矢板市の宝物です。
直 近10 年 間、全 国 平 均 よ り 約20 ％ も 早 い
ペースで出生数が減少している本市。持続
可能なまちづくりに取り組む上では、子育
て支援の強化が求められています。

　本プロジェクトでは、国や県の子育て関
連補助制度を調べ上げ、それらをフル活用
しながら、子育て世代の支援策を練ってき
ました。

　また、経済的な視点だけでなく、子育て中
の 不 安 に寄り添う「ココロ」の 視 点、仕 事と
の両立を支援する「シゴト」の視点なども新
たに柱として掲げています。
　
　子どもがのびのびと育ち、家庭の笑顔が
増え、地域のあたたかなつながりが育まれ
ることが、まちの未来を支える力につなが
ります。
　 子 育てしやすいまちは、誰にとっても暮ら
しやすいまち。矢 板 市は、子どもたちの笑 顔
が あ ふ れる未 来 へ 向 けて、保 護 者 に今より
少しでも“ ヨユウ” が生まれることを目指し、
地域ぐるみで子育てを支えていきます。

多くの施策は国・県の支援が入るため

市の負担は 1/3 で市民への効果は 3 倍に！

国補助  1/3 県補助  1/3 市の負担  1/3
市公式 LINE
友だち追加

子育て支援アプリ  ダウンロード

App Store Google Play

やいたぐ るみ


